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（午前９時30分 開議） 

○議長（森下伸吾君）おはようございます。 

 ただ今の出席議員は18人で全員であります。 

                     

○議長（森下伸吾君）これより令和５年７月

橋本市議会臨時会を開会いたします。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

                     

○議長（森下伸吾君）今臨時会に出席の説明

員につきましては、お手元に出席説明員表を

配付いたしております。 

 この際、諸般の報告をいたします。 

 市長から、令和５年７月６日付、橋総第133

号をもって、本日招集の市議会臨時会に提出

する議案２件が送付されております。議案は

お手元に配付いたしております。これを今会

期中にご審議願います。 

 以上で報告を終わります。 

                     

日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（森下伸吾君）これより日程に入り、

日程第１ 会議録署名議員の指名 を行いま

す。 

 本日の会議録署名議員は、会議規則第88条

の規定により、議長において、14番 南出君、

18番 中本君の２人を指名いたします。 

                     

日程第２ 会期決定について 

○議長（森下伸吾君）日程第２ 会期決定に

ついて を議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 今臨時会の会期は、本日１日といたしたい

と思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）ご異議がありませんの

で、会期は本日１日と決定いたしました。 

                     

日程第３ 議案第１号 令和５年度橋本市

一般会計補正予算（第４号）について と、

日程第４ 議案第２号 令和５年度橋本市

工業団地造成事業特別会計補正予算（第２

号）について 

○議長（森下伸吾君）日程第３ 議案第１号 

令和５年度橋本市一般会計補正予算（第４号）

について と、日程第４ 議案第２号 令和

５年度橋本市工業団地造成事業特別会計補正

予算（第２号）について を一括議題といた

します。 

 提案理由の説明を求めます。 

 市長。 

〔市長（平木哲朗君）登壇〕 

○市長（平木哲朗君）おはようございます。

令和５年７月市議会臨時会の開会にあたりま

して、一言ごあいさつ申し上げます。 

 議員の皆さまには、ご多用の中ご出席を賜

り、厚くお礼を申し上げます。 

 ６月２日から３日にかけて和歌山県北部に

発生しました線状降水帯による大雨は、先日、

文書にても報告させていただきましたとおり、
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市内各所に大きな被害をもたらしました。災

害から１箇月半がたちましたが、復興まで長

期戦となることが予想されます。議員各位に

は、ご支援・ご協力賜りますようよろしくお

願いいたします。 

 それでは、本日提案させていただきました

議案についてご説明申し上げます。 

 本議会には、令和５年度橋本市一般会計及

び工業団地造成事業特別会計の各補正予算案

件２件を提案させていただきました。 

 まず、議案第１号は、令和５年度橋本市一

般会計補正予算（第４号）についてでござい

ます。 

 ６月２日に和歌山県北部に発生した線状降

水帯による大雨が激甚災害に指定され、農

地・農業用施設などの災害復旧事業に係る国

庫補助率がかさ上げされることになりました。 

 本市において被害状況が徐々に明らかとな

る中で、国からの補助対象とならない農地・

農業用施設が多くあることが判明し、農業者

等を支援するとともに耕作放棄地の増加を抑

制することを目的に、営農を継続する意思の

ある農業者に対し、農地・農業用施設等を復

旧するための補助金など、6,010万円を予算計

上いたしました。 

 次に、議案第２号 令和５年度橋本市工業

団地造成事業特別会計補正予算（第２号）は、

６月２日に和歌山県北部に発生した線状降水

帯による大雨により、あやの台北部用地開発

事業区域内で発生した崩土等被害箇所に対す

る復旧工事費5,000万円を予算計上いたしま

した。 

 以上、議案２件についてご説明申し上げま

した。 

 議員各位には、よろしくご審議の上、ご賛

同賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（森下伸吾君）市長の説明が終わりま

した。 

 これより議案第１号について質疑を行いま

す。 

 全般について行います。 

 質疑ありませんか。 

 ９番 堀内君。 

○９番（堀内和久君）おはようございます。

よき予算というか、助けていただき、ありが

とうございますと申し述べておきます。 

 少し嫌みになるんですけども、鉄は熱いう

ちに打てと申します。熱いうちに打てている

かどうかというタイムスケジュールはちょっ

と思うところもあるんです。でも、最大努力

していただいておるとも思うんです。だから、

その件に関しては聞きません。 

 市長の提案理由の説明の部分からちょっと

聞くんですけども、「営農を継続する意思のあ

る農業者に対し」という部分の線引きですよ

ね。経済推進部長、たまにいろんなところで

お会いすることもあって、農業に関しての市

長の熱意を代弁して祝辞で述べたりとか、そ

ういうことも何回か聞いて、感銘を受けたこ

とがございます。その中で、「今回の水害がき

っかけで農業をやめてしまうということのな

いように」というすばらしいお言葉を聞いた

のを覚えています。それと重ねてこの文章に

ついて聞くんですけども、やめてしまうであ

ろうという方はどれぐらいおられるのか、残

念な方というのはどれぐらいおられるのか、

どれだけの把握ができているのか。「営農を継

続する意思」という線引き、あと、「耕作放棄

地を増やさないための」と、この辺、ちょっ

と似たようなニュアンスなんですけど、それ

ぞれ意味があると思うんです。それについて

見解を述べていただきたいと思います。 

○議長（森下伸吾君）経済推進部長。 

○経済推進部長（北岡慶久君）まず最初のご

質問です。営農に意思のある方、やめてしま

うというような方がどれぐらいおられるのか
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というおただしですが、直接、それから農業

委員等を通じて、やはり今回の災害において、

後継者がおらない、鳥獣害の被害が常日頃あ

る中で、今回のような災害を受けて、本当に

支援も受けられない状況であるのであれば、

農業を続けていくことが難しいですといった

声が、農家の方や農業委員を通して担当者の

ほうに連絡等がある状況です。どれぐらいの

方がという具体的な数字は現状把握できてい

ないんですが、農林整備課のほうから、国の

補助等の対象にならない方が300件ぐらいあ

るというふうにお聞きして、それを今回予算

計上させていただいていますので、個々、農

家の方と状況を把握、これまでもしておりま

すが、より以上丁寧な対応をして、農業を引

き続き継続していただきたいという、そんな

思いでいます。 

 今回の農地を維持していただくというとこ

ろについては、誓約書という形で条件を出さ

せていただいて、５年間の耕作継続というこ

とを誓約書に意思表示していただくという、

そんな予定でおります。 

○議長（森下伸吾君）９番 堀内君。 

○９番（堀内和久君）ありがとうございます。

難しい線引きではあろうと思いますけれども、

前向きな意思のある方には手を差し伸べると

いうことは理解します。 

 金額なんですけど、農林整備課より約300

件の報告が、国費・県費の当たらないところ

がというお話の分で再質問させていただくん

ですけども、単純に割って何ぼとかそういう

議論ではないと思うんです。災害の度合いも

あろうかと思うんです。この計上する6,000

万円というのが足りているのか否かというこ

とも多分この先出てくると思うんです。これ

についてオーバーするであろう分というのは、

平等性、また、災害の大なり小なりも含めて、

経営が可能な、できる状態ということをテー

マにしたときに、さらなる補正というのはお

約束いただけるんでしょうか。 

○議長（森下伸吾君）経済推進部長。 

○経済推進部長（北岡慶久君）まず、金額の

設定のところですが、今回、補助対象事業に

ついては、１箇所５万円以上のというふうに

させていただきました。これについては、国

の小規模災害の適用下限というのが13万円と

なっているんですが、じゃ、13万円を超える

ような災害がというふうに考えたときに、や

はり小規模の災害を受けている農家の方がた

くさんおられるんじゃないかなということで、

１箇所５万円というふうなことを予算計上す

る根拠としてさせていただいています。 

 補助金の上限額、２分の１の補助をさせて

いただいて、１農家当たり最大限20万円とい

うことで、先ほど申し上げました300件を想定

して6,000万円というふうに積算させていた

だいたところです。 

 今後なんですが、やはり、今回の災害等の

報告については、区長方、自治会長、また、

個人農家等、それから水利組合の方等、いろ

いろな手法で本市のほうに連絡が入っていま

す。まだまだもれがある可能性もありますの

で、８月に開催されます区長理事会等で改め

て周知をお願いさせていただいたり、ＪＡか

ら出される便りであったりとか、そういった

ところへ農家の人に本当に声が届くような形

で制度周知をしたいと、そんなように考えて

います。 

 そういった中で、申請の期限を12月末とい

うふうに一旦させていただくんですが、財源

的には、やはり今年度中に農家の方がそれぞ

れ施工できるとは限りませんので、来年度も

含めた施工というふうに考えているところで

す。申請期限というのは、令和６年12月20日

というふうに現在は想定しています。 

 そういった中で、議員おただしのとおり、
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じゃ、6,000万円で本当に足りるのかどうかと

いうことについては、いろんな申請の状況を

見ながら、財政部局と当然協議をさせていた

だいて、予算の確保に努めたいと思いますの

で、ご理解いただきたいと思います。 

○議長（森下伸吾君）８番 田中君。 

○８番（田中博晃君）おはようございます。 

 まずお伺いしたいのが、農地の規模という

か、完全に金額ベースだけでいってしまうの

か、大きさ関係なしに。まずそこが一点。 

 それと、今、部長がおっしゃられましたけ

れども、ここから先、来年度もいけるかもし

れないということなんやけど、例えば、工事

業者がいっぱいになって入れなくて、現在も

災害で復旧できていないのに、それが元で、

例えばこの後、豪雨や台風なんかでさらなる

被害が大きくなった場合、こういった部分も、

台風等が新たな被害じゃなくて、結果、工事

できれへんかった結果、さらに被害が広がっ

た場合というのも対象になるのか、この二点

お伺いします。 

○議長（森下伸吾君）経済推進部長。 

○経済推進部長（北岡慶久君）まず、農地の

規模につきましては、先ほど申し上げたとお

り、５万円以上の工事が農林振興課で取り扱

う工事の規模になります。だから、災害の適

用にならなかった40万円以下のところがその

対象ということになります。ただ、土地の所

有者であるとか、耕作者であるとか、それか

ら、例えば土砂災害等があれば、上部の土地

の所有者と下の所有者で、それぞれ、じゃ、

ほんなら、２件になるのかというと、決して

そうではなくて、１箇所についての１災害と

いうふうな位置付けでありますので、当事者

もしくは市が入って、そこの調整は、先ほど

申し上げたとおり、本当に、そのことで、も

うこんなんやったら耕作するのが嫌やという

ようなことが決してないように、私たちもで

きるだけ調整に入りたいなと、そんなふうに

考えています。 

 もう一点のところですが、今後、豪雨や台

風というようなことが当然ないとは限りませ

んが、今回の補正予算については、６月２日

の災害ということで想定していますが、現状

については、写真等をきっちりと撮っていた

だいて、今後もしそこの場所が災害等によっ

てより拡大した被害があるというようなこと

については、改めて、個々の対応ということ

で関係部局と相談しながら対応したいと、そ

んなふうに考えています。 

○議長（森下伸吾君）８番 田中君。 

○８番（田中博晃君）台風の件はオーケーで

す。やっぱり、工事が入られへんかった、時

間がかかった結果、さらに広がったというと

きは、農家の方にとっても、「えっ、来てくれ

へんやん」ということになってしまうので、

そこはよろしくお願いします。 

 それと、部長が答弁いただいた１個目の、

まさに言おうとしておったのが、上・下で分

かれているときとか、「いや、うちはせんでえ

えねん」とかというのがきっと出てくると思

うんですよ。先ほども、市が調整に入ってく

れるというんやけれども、ここをきっちりし

ておかんと、先ほど９番議員が言われた、結

果、耕作放棄地につながっていく可能性もあ

るかもしれへんので、その辺りの調整という

のはかなりシビアな仕事、しんどい仕事にな

ると思うんですけれども、大丈夫ですかとい

う言い方は変ですけれども、その辺りはいか

がですか。 

○議長（森下伸吾君）経済推進部長。 

○経済推進部長（北岡慶久君）議員おただし

のとおり、私も申し上げていますが、あくま

で民民のことであって、行政が関わるからと

いってスムーズにいくとは決して考えていま

せん。ただ、そのことによって耕作放棄地、
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「もうええわ」というようなことがあっては

ならないので、できるだけ、どういった要望

がそれぞれにあるのかも含めて確認させても

らって、要は、原状復旧をいかにしていただ

くのかというようなところについて、きっち

りと私たちも関わりながら対応したいと、そ

んなふうに思っています。 

 いろいろ相談がある中で、全く関係のない

ところに、「やっぱり耕作するためにはそこを

通ってこなければならない。そこが崩れてい

るのでどうしようもないんやけど」といった

相談もありますので、そういったところも対

象としてできるような、そんなことを制度と

して考えているところです。 

○議長（森下伸吾君）ほかに。 

 ３番 岡本君。 

○３番（岡本喜好君）二点質問させていただ

きます。 

 まず、補償率、補償額の２分の１というと

ころなんですけども、この２分の１という数

字は、今、まさに農家がやめる・やめないと

判断するときに、ここまで補助してくれたら

もう一回続けようかなという気力を持たせる

だけのそういう額面なのか、もしくは何か基

準があって２分の１なんですというのか。も

しかしたら、２分の１であってもやめるんだ

けども、３分の２を持ってくれたら頑張ろう

かなという気になるとか、そういった声が委

員会のほうからとか上がってきているのかど

うかというのを確認させていただきたいと思

います。 

 もう一点が、５年間の継続意思ということ

なんですけれども、正直、今、高齢者の方が

農家をされていて、今後５年間本当にできる

だろうか、今後５年の間に跡継ぎがいない場

合はやはり撤収するということを検討されて

いる中で、５年という期間を申請してくださ

い、やってくださいというときに、残念なが

ら、お体の調子が悪いとか、耕作をできなく

なってしまった、そういう結果になった方に

対して、市としては、５年間やってください

とお願いしているのに、できなかったのでこ

のお金は返してくださいとか、そういったよ

うな制度というか、そういう制度になってい

るのかどうか。特に返還は要求しませんとか、

こういう条件のときは返さなくていいですよ

とか、そういったものまで考えられているの

かお伺いしたいと思います。 

○議長（森下伸吾君）経済推進部長。 

○経済推進部長（北岡慶久君）まず、補償と

いうんですか、補助金として２分の１とする

根拠ですが、具体的な理由としてはございま

せん。市として２分の１補助するということ

を今回決定させていただきました。ただ、議

員からおただしがあったとおり、３分の２以

上の補助があるとか、そういったことについ

ては農業委員等からも意見をいただいていま

すけど、市としては２分の１の補助というこ

とでさせていただいたので、ご理解いただき

たいなというふうに思います。 

 あと、５年の誓約書についてですが、悪意

等がない限り、５年間というのは継続という

ような誓約をいただくつもりをしています。

今後、もし、田畑が耕作できないというよう

なことがあっても、市としては、そこの田畑

を別の方が耕作していただいても継続という

ことでもちろん対応しますので、今の現状を

放置したまま耕作できないというその状況を

避けるがために、今回の補助金を構築したと

いうことになりますので、ご理解ください。 

○議長（森下伸吾君）建設部長。 

○建設部長（西前克彦君）２分の１の補助金

のところで目安となる補助率が、農林水産省

が所管する災害復旧事業のところの農地災害

の復旧に係る基本補助率というのが50％とな

っておりますので、そこを目安に２分の１と
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決定しております。 

○議長（森下伸吾君）３番 岡本君。 

○３番（岡本喜好君）ありがとうございます。 

 今回の補正の目的というのは、できるだけ

農地を守っていく、ここの目的に沿った予算

を計上していますので、基準はあるんですけ

れども、市としてやはりできることをして、

農家の方々を守って、しっかり農村の整備を

していく、ここの目的に沿ったような形で制

度設計のほうをよろしくお願いいたします。

答弁は結構でございます。 

○議長（森下伸吾君）ほかに。 

 14番 南出君。 

○14番（南出昌彦君）各議員の方、いろいろ

ご意見していただいていますけども、私も農

業を継続される方というところがちょっと引

っかかります。人・農地プランから地域計画

へと移行されておる中で、やはり市としても、

橋本市の基幹産業である農業、これを何とし

ても、やはり地域計画、計画どおりに農業振

興を図っていくということは責務かなという

ふうに思います。 

 そういう意味では、農地を守っていくとい

う話もありましたけど、やっぱり農家を守っ

ていかなければいけないのかなというふうに

思います。だから、農地が土砂崩れで、農地

が耕作できないような状態になったというと

きもありますし、また、農地の土砂崩れで民

家にまで影響を与えたというふうなところの

中での経費がかかるというところもあるかと

思います。 

 やっぱり農家を守っていくためには、将来

を見据えた人・農地プラン、これを必ず実行

していくんやという、そういう勇気のある政

策が橋本市としてなければ、やっぱり橋本市

といえば何やと言うたときに、一つはやっぱ

り農業かなと思います。そこをやっぱり特徴

としてこれからも継続していこうと考えるの

であれば、さらに踏み込んだ政策を考えてい

ただきたいというふうに思います。 

 その辺、人・農地プラン、地域計画を踏ま

えた上でどのようにお考えになっているか、

お願いします。 

○議長（森下伸吾君）経済推進部長。 

○経済推進部長（北岡慶久君）人・農地プラ

ン等、国から担い手を地域ごとにつくって、

その担い手がそれぞれ農業を続けていただけ

ない方等を把握した中で、田畑をそういった

方に集団として担っていただけるような地域

づくりをしようという、そういった考えだと

いうふうに理解しています。 

 そんな中で、本市においては、農業振興条

例というのを、皆さん方ご理解の下、制定し

ています。今回のことにつきましても、先ほ

ど来説明させていただいています、300件以上

の方が何の支援もなく放置せざるを得ない、

自費でやらなければならないという状況を少

しでも改善するということが大事だというこ

とで予算計上させていただきました。 

 議員おただしの人・農地プラン、地域で考

える、できるだけ農地を守っていくというこ

とについては当然ですので、区長方、それか

ら関係者の皆さんに説明する際にも、そこの

ところをきっちりと基礎的なところとして説

明も併せて行いたいと思いますので、ご理解

いただきたいと思います。 

○議長（森下伸吾君）14番 南出君。 

○14番（南出昌彦君）ありがとうございます。 

 農地は地域で守っていくというご答弁やっ

たんですけども、やはり地域で守っていきま

すけども、行政がしっかりと主体的に地域を

守るためには、行政がしっかりとサポートせ

なあかんという意識の下にやはり動いていか

なければならないというふうに私は思ってお

ります。 

 それと、人・農地プランのときは、コロナ
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禍でなかなか農家の意見を聞きにくかったと

いうことで、本来は、農家の方々の意見をし

っかり聞いて、座談会も開いてというふうな

ことで計画を立てていかなければならなかっ

たというふうに人・農地プランの策定スケジ

ュールにはあったと思います。 

 そこのところを踏まえて考えると、農家の

方々の意見というのは、やっぱりしっかりと

聞いてあげてほしいと。だから、やっとコロ

ナ禍も徐々にという中で、やはり、今この災

害にあたって、しっかりと農家の声を、また、

農家の現状を聞いてあげてほしい。そういう

ふうな取組みをしっかりと行っていただきた

いというふうに思いますけど、いかがですか。 

○議長（森下伸吾君）経済推進部長。 

○経済推進部長（北岡慶久君）人・農地プラ

ン等作成段階において、本当にコロナ感染症

が蔓延している状況の中で、地域に入ってな

かなか会議等ができなかったという状況につ

いては、議員おただしのとおりです。 

 つい先日なんですが、４Ｈクラブの方と、

市長を交えて、今、農家の方の現状であると

か、どういったことが本当に大変な状況なの

かというような意見交換会をさせていただい

て、その後も担当者からいろいろ４Ｈクラブ

の方に聞かせていただいたような取組みをス

タートさせていただいていますので、引き続

き地域に入って農家の皆さんからお声を聞く

ということについては行いたいと思いますの

で、ご理解ください。 

○議長（森下伸吾君）ほかにありませんか。 

 15番 辻本君。 

○15番（辻本 勉君）いろいろ説明いただい

たのであれなんですが、国の復旧補助事業と

いうのを簡単に説明してもらいたいなと思い

ます。 

 それと、これは前に危機管理室から災害状

況、被害状況を報告していただいておるんで

すが、田で122箇所、畑で128箇所、全部で250

箇所。今、確認したら、今度の補助金で約300

件ということなので、それはそれでいいので。

国の補助事業に何件、どれぐらい対象になっ

て、残り、補助事業から外れた市の分がこれ

だけやという、その辺、ちょっと具体的に説

明いただけますか。数で結構です。 

○議長（森下伸吾君）建設部長。 

○建設部長（西前克彦君）国の補助事業につ

いて説明させていただきます。 

 農林水産省が所管する災害復旧事業の、ま

ず気象条件というのがございます。雨量で、

最大24時間雨量が80ミリ以上、または最大時

間雨量が20ミリ以上ということで、今回の６

月２日の雨については十分これを満たしてお

ります。 

 また、被災規模というのがありまして、対

象とならない規模、１箇所当たり40万円未満

のものについては、農地・農業用施設の災害

復旧事業の対象から外れます。また、農業用

施設については、関係農家が２戸以上あるこ

とというのが対象となる条件となっておりま

す。 

 それから、今回の災害で国費の申請の予定

件数ですけど、まだ正確には件数は確定して

いないんですけど、概数で、農地が約40件、

農業用施設が約20件、合計60件程度の申請を

する予定でございます。 

○議長（森下伸吾君）ほかにありませんか。 

 ６番 髙本君。 

○６番（髙本勝次君）それでは、お聞きしま

す。 

 皆さん質問されているんですけども、お聞

きしたいことは、聞いておられるのか、調べ

ておられるのか分かりませんけど、今回対象

となっているところの被害農地の被害金額の

総額、計算で出されていますか。補償の、そ

ういう補助の金額を出されているということ
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は、出ていると思うんですけども。 

 それと、平均してどれぐらいの被害金額に

なったのか。 

 それと、最大の被害と最小の被害金額を分

かる範囲でお聞きしたい。 

○議長（森下伸吾君）建設部長。 

○建設部長（西前克彦君）個々の被害の金額

という形では正確な算定はしておりませんが、

被害報告として上げさせていただいておるの

が、田畑合わせて250箇所の被害額は２億

5,000万円、農業用施設の被害額は５億6,800

万円、合わせまして８億1,800万円という形に

なります。 

○議長（森下伸吾君）ほかに。議案第１号に

ついて、質疑、よろしくお願いいたします。 

 ６番 髙本君。 

○６番（髙本勝次君）最大の被害金額と最小

の被害金額は分かっているんですか。 

○議長（森下伸吾君）建設部長。 

○建設部長（西前克彦君）最大の被害金額は

把握しておりませんが、ため池が４箇所被災

しておるんですけど、そのうちの１箇所が最

大であったと思います。 

 以上です。 

○議長（森下伸吾君）ほかにありませんか。 

 17番 石橋君。 

○17番（石橋英和君）今回の災害で私たち議

員も幾つかそれぞれ皆さん関わったことだろ

うと思いますが、まずは、農地の場合、個人

資産でありますので、「個人負担は幾らかかる

の？」という質問が必ず返ってきます。それ

で、今回のように、激甚指定が割と早い時期

についたもので、ある程度の、「個人負担はこ

のぐらいですかな」という説明はできるんだ

けど、それでも、95％なのか、それ付近なの

かというのがね。 

（発言する者あり） 

○17番（石橋英和君）はい、はい。補正予算

については後でしっかりやります。この序段

をやっておかないと後で話がつながらないか

ら、このぐらいはしゃべらせてください。 

 それで、やっぱり土地の所有者側としたら、

はっきり幾らかかるという数字が知りたくて

しようがない。それこそ、幾ら働いても農地

から収益が上がらないんだよという、裏にそ

んなのがあるので。それで、40万円以上、そ

れは工事の設計金額ですね。市のほうでその

工事を設計して、積算して、これは40万円以

上になりますという格好になれば、国の補助

の救済の対象になると。それ以下に関しては

国からの補助は出ませんと。それに関して、

40万円以下の工事に関して、２分の１を上限

に、そやから、40万円の２分の１だから20万

円が上限になるんだろうと思いますが、それ

を今回、市のほうで、市の単費で支給します

ということで。 

 そんな質問も、昨日までは、今日の議会を

通らないことには、その補助がつきますから

と言えなかったもので、災害を受けた農地の

所有者は、どのぐらい自己負担があるのかな

というのが非常に気になっておられます。ま

してや、そこへ激甚災害とかいう難しい言葉

も混じってくるし、40万円以下なのか、40万

円以上なのかという辺りも、農業を経営して

おられる方でその工事の積算が自分でできる

わけもなく、いろいろと役所のほうでお手伝

いしなきゃいかんことがたくさんあると思い

ます。 

 それで、まずは、私たちもだけど、各区の

区長方が区民の皆さんからいっぱい質問責め

に遭ってきましたし、これからもその説明は

区長がたくさんしてくれるんだろうと思うん

ですが、区長にも正確な情報を流しておいて

あげないと、区長も非常に困ると思います。

全員、「市役所へ行ったら教えてくれる」とな

かなか区長の口から言いにくくて、それで、
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「市役所までわざわざ行くのやったらもうえ

えわ」という区民の方もおられるし、やっぱ

り区長を頼りにいろいろ質問されると思うん

ですけども、今度、区長理事会がということ

なので。それで、私たちも質問をよく受けま

すので、私たちに対しても、区長方に対して

も、「こういうふうな説明をしてくださいね」

というのをしっかりと教えておいていただき

たい。曖昧な説明をしておいて、後になって

「金額が大きく違うやないか」というのは困

ると思うのでね。 

 それと、私がちょっと関わった件で、これ

は災害の対象になるんですけども、有効の農

地の面積の足切りで、有効面積がこれだけだ

ったら、激甚として、例えば95％出るとして

も、100万円の設計の工事であっても、80万円

までですよという足切りがあってね。という

のは、こんな狭い畑やったら、100万円の見積

りの限度額全部までは出せません、足切りは

80％ですという、そういうケースも、へえ、

そんなんがあるんやと私もちょっと驚いたん

ですけども、そういうこともあるんですよと

いう説明も含めて。でも、最終的にきっちり

何円。というのは、40万円以下の、今、ここ

で補正で上がっておる分も業者に見積もって

もらうわけですよね。これ、積算・設計に市

は関与しないわけで、個人が建設業者に「こ

れ、幾らかかるか設計してください。見積も

ってください」から始めなきゃいけない。だ

から、そしたら、「業者さんってどこへ行った

らおるの？」ぐらいから教えてあげないと、

ふだん関わりのないことをやらないかんから。

だから、いっぱい知りたいことを抱えている

し、それで、幾ら自腹を切らんならんのかび

くびくしている部分もたくさんあるんです、

今、現実問題ね。 

 ほんで、区長も、聞きに来てくれたらちゃ

んと教えてあげたいという気持ちはありなが

ら、全部の知識を吸収しているかといったら、

多分そうじゃないと思うんです。今日のでも、

今日、通過したら、また新しいのが一つ加わ

ったわけでね、説明。それで、激甚災害のこ

と、その他いろんなこと、私たちも含めてだ

けど、区長方にもしっかりと分かりやすい説

明をお願いしたい。その要望なんです。よろ

しくお願いします。 

○議長（森下伸吾君）経済推進部長。 

○経済推進部長（北岡慶久君）制度の周知の

ことについて、丁寧にというお話だったとい

うふうにお聞きしました。 

 まず、８月に区長理事会が開催されまして、

当然、詳細な資料等も含めて提供させていた

だくわけですが、区長、理事だけではなくて、

本市には、地域担当職員として、各地区で開

催される区長会に出席の上、説明をするとい

う機会がございますので、そういったことも

活用しながら、制度の周知に努めたいという

ふうに思います。 

 いずれにしても、区長理事会まではまだ日

数がございます。当然、様々なお問合せ等も

今後いただくことになると思いますので、想

定も含めたＱ＆Ａというのをできるだけつく

って、丁寧な説明に心がけたいと思いますの

で、ご理解いただきたいと思います。 

○議長（森下伸吾君）建設部長。 

○建設部長（西前克彦君）農家の分担金につ

いて分かる範囲で説明させていただきます。 

 まず、農地と農業用施設と２種類あるんで

すけど、農地の場合、農家の分担金は、事業

費から補助金を控除した額となっております。

補助金は、先ほども申しましたが、基本補助

率は農地の場合50％となっておりますが、そ

の年の発生した災害復旧の事業費と関係農家

戸数によって補助率というのが上がってくる

場合がございます。また、激甚指定された場

合は、さらにその補助率がかさ上げされると
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いうような仕組みになっておるんですけど、

その年の被害額と関係戸数が確定しないと補

助率が決定しないというような仕組みになっ

ておりまして、現在のところでは何パーセン

トという形では説明できない仕組みとなって

おります。 

 また、農業用施設については、補助率が90％

までの場合は、農家の負担は事業費の10％と

なっておりまして、補助率が90％を超える場

合は、事業費から補助金を控除した額という

ふうな形になっております。農業用施設につ

いても、基本補助率は65％ですが、その年の

事業費と関係の戸数によって補助率が変わっ

てきて、さらに激甚災害の場合はかさ上げさ

れるというような仕組みになっていまして、

現時点では確定していないというような形に

なります。 

 それから、田んぼの面積に応じた限度額と

いうふうなところの考え方ですが、国の補助

事業では経済効果というのが採択の条件とな

っておるんですけど、反当たり限度額、面積

当たりの補助金の限度額というのが毎年指定

されておりまして、その限度額に応じて補助

金を出すような形になっておりますので、小

さい田んぼで大きな被害を受けた場合は、事

業費が全て補助の対象とはならない場合も出

てきます。 

 以上です。 

○議長（森下伸吾君）ほかにありませんか。 

 13番 田中君。 

○13番（田中和仁君）一つ質問させてくださ

い。復旧という言葉なんですけども、僕は農

業をやっていないんですけども、復旧という

のは原状復旧という意味ですか。今の段階で

弱点があったと。それが壊れてしまった。原

状復旧で、そのままの直し方をしたらまた同

程度の災害で壊れるのか、ひいては、この畑

でやってもしゃあないかなというようなイメ

ージがあるんですけども、強化するというの

はどの辺まで設計に入っているのかお伺いし

ます。 

○議長（森下伸吾君）経済推進部長。 

○経済推進部長（北岡慶久君）例えばですが、

Ｕ字溝等を施工したい、今までは単純に土が

あるような水路だった。でも、議員おただし

のとおり、「今後また同じような状況になるの

が分かっているのであれば、グレードアップ

をしてＵ字溝を入れたいんだけど」という、

そういった問合せも現状あります。そういっ

たところについては対象としたいというふう

に考えています。 

○議長（森下伸吾君）ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）ありませんので、これ

をもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただ今、議題となっております議案第１号

については、会議規則第37条第３項の規定に

より委員会の付託を省略いたしたいと思いま

す。これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）ご異議がありませんの

で、委員会の付託を省略することに決しまし

た。 

 これより討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）討論がありませんので、

討論を終結いたします。 

 これより議案第１号 令和５年度橋本市一

般会計補正予算（第４号）について を採決

いたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）ご異議ありませんので、
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本案は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第２号について質疑を行います。 

 全般について行います。 

 質疑ありませんか。 

 ９番 堀内君。 

○９番（堀内和久君）単純な質問で申し訳ご

ざいません。この予算、お金、金額で何箇所

ぐらいあるのか。あと、工事の工程表という

のが基本的にあると思うんですけど、遅れ等

が出ていないか。今現状も踏まえて、未来に

対して工程表の部分、その点をまずお伺いい

たします。 

○議長（森下伸吾君）経済推進部長。 

○経済推進部長（北岡慶久君）今回、5,000

万円という予算を計上させていただいていま

すが、６月30日、議員の皆さんにご報告をさ

せていただいた12箇所と、プラスアルファと

いうことで、想定として14箇所の工事箇所と

いうふうに考えています。 

 あと、工程等についてですが、別途、法面

の崩壊について、先日来、補正を認めていた

だきました。そこの工事も併せて同時に進め

ておるところです。企業の引渡しの時期につ

いては、遅れるという可能性は決してゼロで

はないんですが、現状では影響は出ないとい

うふうに考えて対応しているところです。 

○議長（森下伸吾君）９番 堀内君。 

○９番（堀内和久君）ありがとうございます。

これも災害復旧なので細かいことは聞きませ

ん。強いて言うなれば、工事の途中でこうい

うことというのはよくあることなのかなと。

工事の建設途中なので、なかなか強度もしっ

かりしていないし、来てはならない水害が来

てしまったということで、これは大変天災な

ので仕方がないと思うんですけど。 

 やはり工事をする上で、僕は技術屋じゃな

いので失礼なことを聞いたらお詫びするんで

すけど、やっぱり水というのは、圧もありま

せんし、自然流水、高いところから低いとこ

ろへ流れていく、水がたまれば土砂が崩れる

という、そういう自然の理論の中で、やっぱ

り技術屋が設計を踏んだ上できっちりやって

くれていると思うんですけど、それでも想定

外という雨量でこういうふうになるというの

は認識した上でもう一個聞くんですけども、

やっぱり予期せぬ出来事というところの、ど

の程度の部分なのか。ちょっと僕も現場も見

ていないし、把握できていない、何箇所で何

ぼ、はい、賛成しますと、この位置に私は立

っておるんですけど、やはりこの辺も、もう

ちょっと個々に聞きに行くべきなのかなと思

うんですけど、やはり明確に教えていただけ

たら。14箇所全部答えろとは言わないんです

けど、どういった工事の内容のところで、ど

ういった部分が、どんなふうに崩れたか程度

ぐらいは、参考資料でもあればもうちょっと

スムーズにいけたのかなと思うんですけど、

ちょっとだけ、市民から聞かれたときに答え

たいので、ちょっと教えていただきたいと思

います。 

○議長（森下伸吾君）経済推進部長。 

○経済推進部長（北岡慶久君）工事について

ですが、工事を既にやった箇所、通常は１年、

２年たつと、そこに草が伸びて、地面が安定

して、雨が降っても崩れないという、そうい

った状況がこれからも続いていくと思うんで

すが、今回の場合は、施工して間もなくの場

所が、先ほど言いました12箇所というような

ところが崩れております。ということは、工

事をしたにもかかわらず、まだ安定していな

いところが、土砂と法面が崩れたというよう

なところが大小あったというふうにご理解い

ただけたらというふうに思います。 

○議長（森下伸吾君）ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）ありませんので、これ



－13－ 

をもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただ今、議題となっております議案第２号

については、委員会の付託を省略いたしたい

と思います。これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）ご異議ありませんので、

委員会の付託を省略することに決しました。 

 これより討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）討論がありませんので、

討論を終結いたします。 

 これより議案第２号 令和５年度橋本市工

業団地造成事業特別会計補正予算（第２号）

について を採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）ご異議ありませんので、

本案は原案のとおり可決されました。 

                     

○議長（森下伸吾君）以上で本日の日程は終

わりました。 

 これにて、本議会に付議された案件の審議

は全部終了いたしました。 

                     

○議長（森下伸吾君）閉会にあたり、市長か

ら発言の申出がありますので、市長の発言を

許します。 

 市長。 

〔市長（平木哲朗君）登壇〕 

○市長（平木哲朗君）令和５年７月市議会臨

時会の閉会にあたりまして、一言ごあいさつ

申し上げます。 

 本日、ご提案させていただきました議案に

つきまして、慎重なるご審議の上、ご承認を

賜り、厚くお礼を申し上げます。 

 災害への対応につきましては順次進め、本

市の農業や商工業の振興を支援してまいりま

す。 

 先日の、東京大学先端科学技術研究センタ

ー主催、和歌山県、高野町等の共催による高

野山会議では、高野口で開催された体験型見

学会（エクスカーション）において、様々な

高野口の産業・文化など、魅力を紹介いたし

ました。 

 そして、このたび、エクスカーションの場

をお借りし、東京大学先端科学技術研究セン

ターと本市の包括連携協定を締結いたしまし

た。今後は、地場産業や生涯教育の場におい

て、先端科学技術研究センターの持つ技術や

研究を織り込んだ展開を図るとともに、高野

山会議を共に振興し、高野山麓地域が一体と

なり、その意義を発信してまいります。次回

の高野山会議においても、橋本市の魅力を市

内外にお伝えしますので、楽しみにしていた

だきたいと思います。 

 また、わかやま市民生活協同組合との包括

連携協定を締結いたしました。わかやま市民

生活協同組合は、誰一人取り残さないＳＤＧ

ｓのめざす姿を理念とし、県民の暮らしに貢

献し、これまで数々の事業に取り組んでおら

れます。中でも高齢者の見守りや居場所づく

り、健康寿命を延ばすための生活習慣改善へ

の取組みなどは、本市の地域課題である高齢

者への買物支援等を解決する上で、わかやま

市民生活協同組合の事業内容に合致するもの

であり、ご検討をお願いしたところです。民

間の力をお借りしながら、市民一人ひとりが

安心して暮らせる地域づくりをめざしてまい

ります。 

 じめじめとした梅雨も間もなく明け、本格

的な暑さを迎えます。今年は例年以上に猛暑

日など気温の高い状態が続くと予想されてい

ます。また、急な雨や豪雨など、雨の降り方
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にも十分な注意が必要かと感じているところ

です。 

 議員各位におかれましても、体調などご留

意いただき、今後とも市政発展のため、一層

のご尽力を賜りますようお願い申し上げまし

て、７月市議会臨時会の閉会のあいさつとい

たします。 

 ありがとうございました。 

○議長（森下伸吾君）これにて、令和５年７

月橋本市議会臨時会を閉会いたします。 

 ご苦労さまでした。 

（午前10時22分 閉会） 
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